
（10枚のうちその1） 

 

 

令和 7年度 

熊本県立大学 文学部 日本語日本文学科 

 

私費外国人留学生選抜 

 

 

 

 英 語  

 

問題・解答用紙 

 

 

 

 

 

注意事項 

(1) 問題・解答用紙はこの表紙を含めて 10枚あります。解答用紙は別ではあ

りません。それぞれの空欄に解答を書き入れてください。 

(2) 2枚目冒頭の受験番号欄に受験番号を記入して下さい。 

(3) この問題・解答用紙を、全部提出してください。 

  



（10枚のうちその2） 

私費外国人留学生選抜 

日本語日本文学科              受験番号 

 

  

 英 語  
【１】次の英文を読み、問いに答えなさい。 

 

テキストボックス
　著作権保護の観点から、問題文は掲載していません。




（10枚のうちその3） 

(Adapted from Peggy Anderson, Thomas Hong, and Sam Robinson. On Point 2: Reading and 

Critical-Thinking Skills, 2nd ed. Compass Publishing, 2022, pp. 58-59.) 

 

問 1. 下線部（1）を日本語に訳しなさい。 

 

 

 

 

 

 

  



（10枚のうちその4） 

問 2. 文脈上、下線部（2）と対比されて用いられている形容詞 1単語を、同じ段

落から抜き出しなさい。 

 

 解答：                 

 

問 3. 下線部（3）を日本語に訳しなさい。 

 

 

 

 

 

 

問 4. 下線部（4）を日本語に訳しなさい。 

 

 

 

 

 

 

問 5.   A  に入るのに最も適切な句を、以下から選び記号で答えなさい。 

 

a. with be holding   b. without holding 

c. without being held   d. with holding 解答：        

  



（10枚のうちその5） 

 

問 6. 下線部（5）の指す内容を本文に即して日本語で述べなさい。 

 

 

 

 

 

  



（10枚のうちその6） 

【２】次の英文を読み、問いに答えなさい。 

 

テキストボックス
　著作権保護の観点から、問題文は掲載していません。




（10枚のうちその7） 

(Adapted from Ilan Stavans. “Don’t Lose Your Accent!” The New York Times 21 February 2023. 

https://www.nytimes.com/2023/02/21/opinion/english-immigrants-language.html) 

 

問 1.  下線部 a) の意味する内容を、本文内容に即して具体例を挙げつつ、日本

語で説明しなさい。 

 

 

 

 

 

 

問 2.   A と B に入る適切な単語の組み合わせで正しいものを選択肢「あ」～

「え」から選んで答えなさい。              

解答：     

選択肢 A B 

あ behind around 

い from to 

う on above 

え with at 

 

  



（10枚のうちその8） 

問 3. 下線部 b) に影響する要因は何か。本文内容に即して、日本語で説明しな

さい。 

 

 

 

 

 

 

問 4. 下線部 c) の意味する内容を、本文内容に即して具体例を挙げつつ、日本

語で説明しなさい。 

 

 

 

 

 

 

  



（10枚のうちその9） 

問 5. 下線部 d) を日本語に訳しなさい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



（10枚のうちその10） 

【３】次の文章を読み、その内容に関してあなたの考えを 50 words 程度の英語

で書きなさい。 

 

 

（出典：酒井邦嘉.『言語の脳科学』.中央公論新社, 2002年, p. i.） 

 

                                       

 

                                       

 

                                        

  

                                      

 

                                       

 

                                      

 

                                       

 

                                       

 

 

 

テキストボックス
　著作権保護の観点から、問題文は掲載していません。





